
140 +++ iNTERNET magazine 2004.09 +++

イケイケデザイン＆テクニック募集中
あなたのイケてるブログサイトやCSSテクニックを募集しています。「いいデザインができたかも」と思ったら、ガンガン応募してください。イケてるデザインやテクニックは、このコーナーで
紹介します。みんなで参考にし合っておもしろいサイト作りましょう！ 応募先：im-ikeike-css@impress.co.jp（スタイルシート・スタイルブックのサイトでも募集しているよ）

CSSテクニック

スタイルシートの達人を目指して

Blogデザインを　　　　　　にかっとばそう！ス マ ー ト

第5回 リストをデザインしてサイドバーを改造
サイドバーにリンク集、最新コメント、トラックバック一覧などを入れていくと、情報

が増えれば増えるほどサイドバーがどんどん長くなっていきます。サイドバーを短く

する方法の1つに、3カラムのレイアウトにしてサイドバーの情報を分割するという

ものがあります。しかし、単に分割するだけでなくサイドバーにある情報の見せ方も

工夫するとより見やすくなります。サイドバーに載せる情報の多くは<ul>や<ol>と

いうリスト（箇条書き）タグを使っています。リストタグは情報を整理するうえで重要

なタグで、上手に利用すればSEOやアクセシビリティー対策にもなります。今回は

CSSを使ってリストをいろいろ装飾してみましょう。

オハイオ州在住のウェブデザイナーであるRyan Latham

氏のブログサイト。見やすい色使いやタイポグラフィーもス

テキですが、特筆すべきところは左側のナビゲーションリス

ト。マウスオーバーすると日付、コメント数、エントリー数な

どの情報が見えるように工夫してあります。最初にユーザ

ーに見せる情報を制限してスッキリ見せるには良いテクニ

ックだと思います。

by スタイルシート・スタイルブック
http://www.stylesheet-stylebook.com/

主宰者の執筆したCSSの書籍『スタイルシート・スタイル
ブック』（翔泳社刊）の発売と同時にオープンした、CSS
をみんなで楽しく学べるコミュニティーサイト。通常のサ
イトとは別に『情報交換
広場』というページも増
設されました。Wikiで
作られていて誰でも気
軽に情報を書き足すこ
とができます。あなた
のCSS情報もぜひ書
き込んでみてください。

今月のイケてるCSSデザインサイト カッコいいデザインをたくさん見てセンスや技を学ぶのが、
デザイン力アップの第一歩！

マウスオーバーで情報を伝える

world one web
http://www.worldoneweb.com/

ブログサイトはテキスト中心のサイトになりがちですが、こ

のサイトでは、アイコンを多数使うことにより、左側のナビ

ゲーションリストと文章をより効果的に見せています。美し

いアイコンを付けるだけでもサイト全体のイメージが変わる

好例ですね。また、このサイトの作者が制作した『FooBar』

はなかなか便利なウェブアプリケーションです。

アイコンを効果的に

FORGETFOO
http://www.forgetfoo.com/

ぱっと見はシンプル
ですが、サイドバーの
項目にマウスカーソ
ルを合わせると追加
情報が表示されま
す。

アイコンがサイド
バー項目のアクセ
ントになっていま
す。引用部分など
もグラフィックの
使い方が凝って
いますね。
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#list1 { list-style-type: circle; }

#list2 { list-style-type: square; }

#list3 { list-style-image: url(pencil.gif); }

#list4 { list-style-type: lower-greek; }

#list5 { list-style-type: decimal-leading-zero; }

#list6 { list-style-type: cjk-ideographic; }

#list7 { list-style-type: hiragana; }

#list8 { list-style-type: hiragana-iroha; }

#list9 { list-style-type: hebrew; }

#list10 { list-style-type: upper-roman; }
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<ul>を使ったリストは、多くの場合、文字

列の左隣に黒丸のマーカーが付いた箇条

書きになり、入れ子にするとさらに変わり

ます（連番の箇条書きで使う<ol>では「1.」

「2.」のような数字になります）。リストでは

このマーカーを変えるのがいいアクセント

になります。CSSを使わない従来の方法

では<ul type="square">のようにtype属

性を使って黒丸とは別のマーカーを指定

していました。CSSでは、このtype属性

と同じ役目を果たすのは「list-style-type」

プロパティーです。CSSで一括管理が可

能ということを考えると、毎回type属性を

使うよりもlist-style-typeを使うほうが効率

がいいでしょう。また、CSSでしか出せな

いマーカーもあるので要チェックです。

リストの基本形をマスターする
箇条書きのマーカーをlist-style-typeやlist-style-imageで制御

さまざまな箇条書きの
スタイルを自在に指定
できます。アイコン画
像の指定も可能です。

by 長谷川恭久1
Before

After

最初の3つは<ul>（連番付けをしない箇条書

き）で使うものです。エンピツのアイコンのもの

は、マーカーに画像を指定するlist-style-image

プロパティーを使っています（後述）。標準の黒

丸はlist-style-type:discで指定できます。

これら以外のものは<ol>（連番付き箇条書

き）で使うもので、数字やギリシャ文字だけで

なく、「イロハニ」のように日本語のマーカーも

使えます。ただし、今回のようにすべてが『正し

く』表示されるのはMozillaやFirefoxなどの

Mozilla系のブラウザーのみだという点に注意

してください。たとえばウィンドウズ版IE 6だと、

日本語、ヘブライ語、ギリシャ文字を使ったリ

ストは表示されませんし、Safariでも日本語リ

ストが表示されません。正しく表示できない場

合は、標準の黒丸や数字が代わりに表示され

るなど、ブラウザーによって解釈の仕方が違い

ます。とは言え、これらの指定はCSS2で規定

されているものなので、将来的にはどのブラウ

ザーでも表示できるようになると期待してもい

いかもしれません。

CSSであらかじめ用意されているマーカーを

使うのではなく、自分で作った画像ファイルを

マーカーに使いたい場合には、「list-style-

image」プロパティーを使います。ただし、ここ

で注意しておきたいのが、画像が表示される位

置がブラウザーによって若干異なる場合があ

ることです。ウィンドウズ版IE 6とMozillaでは

文字とリスト画像の間隔が若干異なります。微

妙な違いも気になる場合は「l i s t - s t y l e -

type:none」にしてマーカーを非表示にして、リ

スト画像を背景画像として処理するなど別の方

法で同じ効果を作り出すといいでしょう。

list-style-type: circle list-style-type: square list-style-image: url(pencil.gif)

list-style-type: lower-greek list-style-type: decimal-leading-zero list-style-type: cjk-ideographic

list-style-type: hiragana list-style-type: hiragana-iroha list-style-type: hebrew

list-style-type: upper-roman
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<div id="bloglist">
<ul>

<li><a href="http://……">DO THE
ROCK.COM</a></li>

Å……
</ul>

</div>

H T M L

#bloglist{
width: 24em;

}
#bloglist ul{

list-style: none;
margin: 0;

}

#bloglist li{
float: left;
margin-right: 10px;

}
#bloglist li a{

background: transparent
url(up.gif) no-repeat 0 0;

color: #336666;
padding: 3px 0px 3px 22px;
white-space: nowrap;

}
#bloglist li a:hover{

background: transparent
url(up_hover.gif) no-repeat 0 0;

color: #663333;
}
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長さが短い項目は1行に複
数表示されて、リスト全体が
コンパクトになります。

ブログを運営している人の多くは、自分が

巡回しているサイトを紹介するなどのため

にBlogPeopleやMyBlogListのようなサー

ビスを使ってサイドバーに一覧表示してい

るでしょう。巡回しているサイトが多くなれ

ば当然リストも長くなってしまうのが問題

です。また、リンクが延々と記述されてい

るだけだと読み難いという問題もありま

す。そこで、今回はサイト名が短いものは

1行に複数の項目を表示するようにして、リ

ストの長さを少しでも短くしてみましょう。

また、個々のリンクが少しでも際立つよう

に、CSSを使ってアイキャッチとなるアイ

コン画像を貼り付けてみましょう。

リンクリストをコンパクトでオシャレにする
float:leftによるリスト項目の詰め込み by 長谷川恭久2

前ページのテクニックではlist-style-image

プロパティーを使って自作のリストマーカーを

配置しましたが、このテクニックでは

backgroundプロパティーで、つまり背景とし

てアイコンを配置しています。これは、リンク

にマウスカーソルを重ねたときに別のアイコン

を表示させるためです。こういった場合はどう

してもlist-style-imageプロパティーを使った

方法だと難しくなるのです。アイコンを背景と

して配置しているので、paddingプロパティー

を指定して左側に最低でもアイコンの横幅分

の間隔を空けておくようにしましょう。ここで

は、リストの項目である<li>要素の子要素に

なる<a>にpaddingを指定しています。

今回のポイントは、通常の1行1項目の表示

ではなく、1行に入る限り項目をどんどん詰め

込むところです。これには「float: left」を使い

ます。サイト名が短いものをこのように右に詰

め込んでいくことでリストの長さは短くできる

のですが、サイト名の間隔がある程度空いて

いないとかえって読み難くなってしまいます。

そこで<li>に対して「margin-right」などを使っ

て、個々のサイト名の間に間隔を空けておき

ます。また、サイト名が途中で折り返されるの

を防ぐために「white-space: nowrap」を忘れ

ずに記述しておきましょう。

また、今回のテクニックで忘れてはならない

ことが2点あります。1つはブラウザーによっ

ては標準でリストの上下左に間隔を空けるよ

うになっているので、「margin」をゼロにしてお

くこと。もう1つはアイコンを背景画像として

処理するので「list-style: none」としてリストの

マーカーを非表示にしておくことです。

Before

After
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画像を使うことによってリストに個性を出

すことができますが、見た目がおもしろい

リストを作るのに画像が必須だというわ

けではありません。今回は、画像を一切

使わずにCSSのプロパティーだけを使っ

てリストを装飾してみましょう。もちろんマ

ウスオーバーの効果も加えてよりインタラ

クティブにもしてみます。CSSだけで作り

出すため、色や枠線を変えるのも簡単な

ので、カスタマイズが柔軟にできます。ぜ

ひ自分オリジナルのリストに挑戦してみて

ください。

画像を使わずにオシャレなリストにする
borderの個別指定とdisplay:blockによるボックス表示

ぱっと見は表組みのように
見えますが、これでもれっき
としたリストです。

by 長谷川恭久

<div id="navigation">
<ul>

<li><a href="……"
title="デジカメ">デジカメ</a></li>

……
</ul>

</div>

H T M L

3

#navigation ul{

list-style: none;

margin: 0;

padding: 0;

}

#navigation li a{

background: #B18B8B;

border-left: 1em solid #669999;

border-top: 1px solid #330033;

color: #ffffff;

display: block;

padding: 0.25em 0.25em 0.25em 0.5em;

text-decoration: none;

width: 15em;

}

#navigation li a:hover{

background: #C2C2A3;

border-left-color: #A3C2C2;

color: #000;

}

C S S

まず、一見してリストに見えないように、

<ul>に「margin: 0」と「list-style:none」を指定

しておきましょう。これでリスト風のマーカーや

空きが表示されなくなります。また、リンクの

下線を無効にする「text-decoration: none」も

忘れずに記述しましょう。

文字の左隣にアイコンのように見える緑色

の四角形が配置されていますが、これはリスト

項目のリンク（<a>）の左側の枠線を1文字分

の太さ（1em）で表示してあるだけです。枠線

の太さを変えるだけで、通常の枠線とは異な

る表現ができる一例です。枠線を設定する

CSSは、四方を同時に設定する「border」だ

けでなく、上下左右それぞれを設定できる

「border-top」「border-bottom」「border-left」

「border-right」というプロパティーがあるので、

今回のテクニックでは左側と下側の枠線のス

タイルをそれぞれ設定しています。

マウスカーソルを持っていくと枠線の色と背

景色が変わる効果は「:hover」を使って実現し

ています。ただし、テキストにマウスオーバー

したときだけでなく、リストボックス内ならどこ

にマウスオーバーしても効果が現れるようにし

てみましょう。こういった場合、リスト項目のリ

ンク（<a>）に対して、「display:block」というス

タイルを設定します。リンク内には横幅も設

定してあるので、その横幅の範囲内であれば

たとえ文字をクリックしなくてもリンクとして扱

われるようになります。こうすることによって

「:hover」のほうもリストボックス内であればど

こででも効果が出るようになります。

Before

After
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